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ちゃいますちゃいます あまぐもぴっちゃん

　6月20日は父の日です。
　あるひ、たあくんがでんわにでると、「わたしは　だれ
でしょう？」と、おとうさんのこえがしました。でも、たあく
んは「ニワトリさんでっか？」と、とぼけます。
　おやこのやりとりに、ほっこりするえほんです。

　きのうのよるは､たいふうがきてあめをふらせていきま
した。あさおきたら､あまぐものこどもがきのえだに
ひっかかっていました｡あまぐものこどもは､おかあさん
をさがしてとびまわり､いっぱいないてしぼんでしまいま
す｡あまぐものこどもはぴっちゃんとなづけられ､
おかあさんがくるまでまつことになりました。

　あなたのおきにいりのものや、すきなことはなんです
か？　このほんにでてくる「ぼく」にも、たくさんの「すき
なこと」があります。ひびのなかでのちょっとしたおきに
いりや、おもしろいことをみつけてみませんか？
　ひだりしたのページには、はしるねこもかかれていて、
パラパラまんがにできるおまけつきです。

　ひとりのほうが､きらくでいいや。オオカミは､ずっとこう
おもっていました。
そんなオオカミのまえに、つよそうなクマがあらわれまし
た。カラスが、クマってなんでもくうんだぜっていってた
から､にげだそうとしたオオカミでしたが､クマはどこまで
もついてきます。さて､オオカミはどうなってしまうので
しょうか？

空をつくる おとうさんは、いま

　ちいさなころから ぼくは、えをかくことがすきでした。し
かし、おとなになるにつれて、まわりにはどんどんいえ
がたち、みどりや「そら」がすくなくなっていきました。み
あげると、いつもあたりまえのようにそんざいする「そ
ら」ですが、しょうらいもあたりまえにあるのでしょうか？
かんがえるきっかけになるえほんです。

　きょうは、おとうさんがえほんをよんでくれるってやくそ

くしたのに、しごとでおそくなるってでんわがありました。

まゆちゃんは、おとうさんのかえりをまっています。かわ

には､かっぱのガタロウがすんでるし､おとうさんがか

えってくるまでしんぱいです。

ぼくがすきなこと オオカミのともだち
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